
11日 破防法裁判

15日 沖縄国政参加選挙粉砕
曰比谷蜀音 12時

戦 旗 社11月 6日
週  刊

‐部 20円

☆帝国主義国。後進国、「労働者国家」

三プロッタ階級調争を

世界プロ独一世界共産主義の勝利へ′
1 共 産 主 義 者 同 盟

青
の
撻
菫
〓
――
質
，
外
交
路
ほ
と
鶴
角

的
に
ヽ
決
す
る
封
管
”
げ
な
畢
〓
２
喘

讐
」、
〓
０
■
●
■
織
の
０
参
卜
に

つ
の
塵
饉
薇
国
晟
“
２
８

た
あ
案
形

霞
”
な
対
，
化
が
不
可
欠
Ｌ
な
る
こ
と

」‘
は
っ
き
，
こ
饉
え
な
け
九
は
な
ら
な

一
琴
ヽ
器
■
し
ヽ

自
ホ

魂
甕
ヅ
一　
沖
縄
闘
争
論
の
革
命

深
化
を

と
こ

票

の
、
李

〓
磨

，
撃

，
”．ア
′
■
″
ら
す
０
「だ
，
こ

詢

Ｄ
農

蕎
雲

の
蓉

夢

剣
１

っ

て
な
ら
の
分
凛
は
い
や
が
ヽ
て
も
，
選

壼
早
足
，
こ

レ
か
苺
ず
８́

と
の

１

３

２

覇

８

Ｒ

常

に

よ
〓

菫

Ё

Ｅ
、
十
〓

一
覇

姜
ヨ
壼

こ

撃

鷺

撃

董

し
て
実
■
●

●
〓
贅
一

〓

譲
甍
作
り
浮

へ
り

、
霞

的

に
石

を

，
な

く
こ

ち

ぶ

マ

管

一〓

な

け
な

な
な

一
う

―

考

メ

喜

イ

ラ

「暮

，――
主
ζ
Ｃ
に
於
て
”
呵
さ
れ
た
内
番
を

薔
口
主
彗
段
階
に
お
け
る
■
本
の
「連

動
』
型

と
星
を
と
と
に
よ
，

ュ

墜
”
に
は
、
一
カ
一
七
年
Ｆ
ン
ア
重
奇

以
後

載^
■
、
■
，
次
大
●
●
）
の
晏

露

二

労
暑

目
ご

３

政
潟

■
撃

受
そ

競

す
婁

あ

層

Ｔ

露

螢

力
を
１

曇

化
ｋ

層
３

０

と
セ

の
童

、
０
考

口
票

晋

秀

癸

、
葉

み

庄

爵

農

ｉ

軍

―

需

夕

、

く
だ
ろ
２

沖
昼
日
，
●
曜
崚
蒟
転
塁

物
量

勇

鷲

、
鼻

７

的

左
こ

築
努

マ

警

量

翁
奎

●
黛

宅

い
．
半

民

菫

雪

の
客

２

性

、
夕

き

暉
農

帝
護

凛

分

書

岳

お

秀

帯
目
三
●
■
離
，
日
議
曖
”
体
′

吾

の
正
聾

業

晉

た
革
命
”
議
君
ヨ
を
■
ち
覆
し
た
い

考
え
て
い
ヽ

全
日
３
珈
レ
ｔ
い
０
日

楯
軍
〓
う
考
ａ
ｃ
い
る
だ
０
こ

書で

と

菫

の
奎

尋
護

慢

・０
習

一
ぶ

、
か
な

言

２

僣
里

奎

諄
証
乳
評
置
一諸
撃
騨
生
は
ま
運
ぽ

〓
０

今
回
の
沖
遭

わ
れ
わ
れ
の

「
沖
縄

憲

ヤ

擦

里

冴

奎

姜

め

に
日
し
モ

あ
る
。
日

電

毬

菫

雰

５

一時
も
と
し
蜃

肇
護

墾
〓

蓋
と
と
セ
業
れ
た
、
あ

Ｔ
の
民
？
場
０■
民
雷

譲

摯

鷲

、
議
裏

装

べ
妥

〓

語

、
帝
里

薔

螢

吾

お

″Ｅ

饉
嵯

為

ち

つ
ヽ

奎

一防
言

菫

ι

重

ヂ

３

Ｓ

委
化
Ｔ
．
８

Ｅ
は
、
４
ヨ
薔
曇

境

詈

れ
手

募

蒼

も
２

ュ

●
５

邑

こ

の
否

露

春

な
目

，

シ
ヨ
■

ζ

よ

摯

τ

っ
ヽ

ウ

ィ

主

吾
当

禁

百

菫

ま

奎

■

理

■

シ

護

〓

計
監

農

〓

〓
，

Ｔ

、
透

幣

１

雫

〓

け
，

一
・
ｔ

き

燿

尋
書

き

き

“
ネ

ツ

劃

ぼ
蒙

轟

郷

主

お

覇

全

墨

〓

翌

８

厠
一昨
ヽ

日
羹

晏

勇

叢

あ

、

境

警

ユ
先
ユ

●
　

　

　

螢
ュ
き

の
薫
理

を
雲

と
セ

．た

の
お́
，

夕

手

會

霧

輩
品韓
得
諄
強
一由轟
競
鍵
墜
墜
廃
灘
議
機̈
鷲

目
ｎ

圧
鍵

難

●

〓

良

ｉ

ｔ

ら

響

露

議

実
墨

豊

視

蕎

雲

輻

ａ

ｔ

）

ユ

躍喝
翠
萎
】一勢
襲
萎
♂軒覇
禦
夢
羹

齢
爾
霧
一　
　
　
踏
ま
え

，国
政

阻
止
闘
争

ヘ

勢
諸
夢
詣
覇
魏
雌
建
一膚
燿儀
曜
聾鷲
憐
嚇
犠

脚諄
鯰
調中ギ
一鮮
菱
魏
壁
菫
肝襲
鸞
囃一鷲
震
鶴
委

〓
２

尋

実

含

３

ま

マ

一
１

全

３

ぃ
音

喬

菫

墓

Ｔ

毛
セ

退

‘

懸

景

通

一

”
場

雀

．́
一
．
電

嬌

霧
判
締一撃
動野一鱗
憂
議
は
一覇
駒緩

曝
雁
雌
菫
轟
鞘
動
一懇
撃
颯

い
．
そ
セ

自

Ｒ

晨

需

喜

一
中
姜

９

・フ
コ

一霜

雲

●
に
お
け
４
全
０
自
然
発
生
堕
集
嗜
キ
美
色

く
澪
却
さ
せ
て
い
る
０
で
あ
る
．　
　
　
Ｉ
甲
´
‘
に
こ
こ
で
は
あ
え
て
摯
れ
な
い

沐
主
〓
」
む
の
ヒ
）一―
セ
ツ
を
Ｂ
、

●

キ

〓

ら
の
ま

に
ら
な
留

Ｔ

富

尋

尋

菫

一
３

８

７

ｏ
こ
と
が
巣

す
に
重

僣

Ｅ

一
鬱
な
の
Ｓ

，

あ
奎

０
４

つ

ヨ
ホ
浄

Ｆ

群

争

を

マ

ま

・ζ

装

百

お

爵

長

を

し
き

る

ユ

ズ

鷺

慈

〓

二

題

ま
ュ

蕎

笞

籠
４

３

懸

虐

哺

菖

彗

〓

１

に
も

爵
チ

シ
一ヮ

葦

セ

，

ま

う
曇

堪

τ
ｔ

Ｃ̈

Ｆ

塁

澪

彎

に

帝

へ
の
対
決
↓
日
■
と
の

「本
ま

一
体

一
ん
で
行
っ
た
の
で
あ

っ
た

:に

重
魚
需
目
墨
の
ョ
ど
三

一

の
み
掲
え
る
こ
と
は
、
今
く
〓
動
的
て

一
姜
菫
藤

●
０と
い
わ
な
，
Ｃ
“な
ら
な
い
．
今
一
る
の
で
あ
，

回
の

「
口
政
参
加
」
晏
奉
に
し
て
も
　

一
ジ
ア
ヘ

ｉ

は
、
Ｆ
米
共
同
爵
旨

あ

一あ

壼

二

と
を

、
薔

９

帯
と
奪

と

の
斉

豊

霞

と

あ

”
讐

豊

富

璽

邑

と
レ
ｃ
の
■
■
三
〓
ｉ

日
■
に
よ
Ｔ
騒
“書
象
苧

る
、
日
喬

薯

義

の
辱

実

ロ

曇

島

の
調

７

ラ

子

ィ
プ

の
標

盲

ｔ

た
あ

な
２

あ
・つ
一段
Ｅ

考

旬
て

，
９

環

３

く

れ

十

ア

一
‘
雪

”
コ
巌

笙

巴

撃
盪
碑
′

夏

澪

輩

釜

竃

，

，

食

菫

議
共

と
い
や
´
，
に
打
え
か
一え
さ
れ
な
く
て
一
ｏ́
と
い
０
こ

“
こ

は
、

の
輌
彗
言
、
ス
晉
決
Ｅ

２

長

盛

え
て

，

〓

９

ッ
チ
ｔ
″

「
筆
〓
〓
ヨ
〓

美

ム
，

こ

歯

里

３

８

「
ア
ジ
ア
侵
Ｌ
を
●
ユ
／
」

雰
△
書
き

入
・，
１
，
霊
本

あ

て
あ
う

意

我
あ

０

「
革
命
の
軍
隊
０
，
を

，

型
口罐
燿
嬰
罪
♂
起

害

う
こヽ
と
，

え

ｉ

奄

議

ヨ
ヽ

一切
の
目
髯
事

の
薫
ヨ

う

一く

璽
島
同
Ｅ
燿
薔
の
質
と
，
一■
を

と
セ
惣
ξ
８
〒
■
栗

百
ｉ

２
し
■

・
髪

冒

■

雷

象

ま

婁

〓

６

・
二
雪

只

曇

翌

ｉ

定
鳥

も

２

セ

、
全
ヵ
〓

げ
一鳥

会
薯

籠

欝

に
爵

セ

い

て
委
ど
Ｒ
〓
な
お
～

一是
〓
む
；
Ｅ
呉
ｔ
〓

燿
杵籐
前
一軒
顧
諄
【な一轟
褻
犠議
一鑢
降轟
塁
群
羅
謎
盤
一一一最
罐
曜

嘔
導
ほ
塔
場
ス
嘔
二
ｒ
暑
事
合
卜慧
‘
車
Ｔ
見
霞
場
っヽ
笙
８譲
τ
２
セ
惚
ｋ
ら
も
隻
τ
〓
・看
嬌螢
ルヰ
噂
燿

―
翌

を

す

い
に
お
い
て
も
、
力、
Ｔ
か
な
‘
甚
す
りな
い
〓
ム
”
一

つて
ヽ
ま

了
ぎ
２
・１

ｋ
〓
薔
２
じ
貫
・
芽
ン
ー
を
見
、

０́
０
お

Ｆ
れ
夕
３
●
攀
Ｂ
孝
子

を
世
界

一
日
ｎ

拿

の
誘

あ

誓

塁

霊

黒

性
に
お
い
て
進
め
一■
〓
れ
る
の
で
あ

，

こ
の
●
讐
”
‘
£
重
“

わ

な

れ
は
、
イ

一一ン
「霞

峯

一３

３
甚

婚

〓

ヨ
壼

■
的
Ｅ
そ
の
欠
「
に
あ
る
の
だ
と
い
う

〓
〓
こ
ｒ
，
鰭ヽ
と
■
兎
果
～ヨ
癸
最宅
２
え

轟
髪
乳
率籠
詩
面
護
萎
い藤
郵

３

望

を
、
賢

見

奎

鮨
菖

て
、
日
富

番

晏

塁

婚

笞

使
口
を
覆

喘

贅

華
芭

化
か
ら
、

日
米
阿
書
口
主
ヨ
の

「大
局
」
し
た
ア

ヨ
革
々
ヨ
装
世

へ
向

哺Ｔ
棧
彎
嗜
慢
ｔ
曜
一ｔ
，
さ
〓
なｉ
い．　
一
書
２
書

嚢
ヲ
「螢
」

す
３

ふ

慧

■

■

梁

め
，
事

争

苦
農

背

鰭

貫

ズ

■

，

反
醸

を

ｉ

５

書

九

嗜
理
一『
確

編
て一』
百
の内包せ一３
とセ

意

爆
畷
嘔
葉
壕
蹴
一ご
ユ
浄
はヽ
■
果
青
き
，
ロ

あ

■

勇

盆

荀

婁

場

一，

メ
婁

あ

番
三

ヨ

」”
に

争
―

〓

百

裸

Ｉ

，

卜

〓

〓

男

摯

慧

〓

ヽ

菫

革

雪

，
一３

ヽ

重
菫

〓

二

理

象

摯

毛

セ

タ

雲

さ

を
重
●
“
に
再
種
す
０黎本
的
１
一メ
一●
ｏ́こ
と
に
な
い
の
で
あ
り
、
十
一
・

寝

讐

冒

ｔ

鬱

式
と

見

一
・黒

〓

裏

参
こ

票

墨

Ｆ

争
も
、
か
か
０

わ
れ
わ
れ
９
彙
的 ヽ

Ｔ
Ｒ
ね
騒
え
ヽ

夕
篠

雪

場

議

ｋ

十

一
・
一
二
諄
”

「国
政
参
こ

整

を
、

著
息

３

一

ア
ナ
〓
会

、

自
衛
除
。ハ
レ
■
ド
粉
砕

に
決
遷
し
た
。
ま
３
に
お
い
て
は
、

κ
昨
年

水
谷
―
よ
谷
―
“
●
Ｆ
口
争
が
話
置
を

■
，
、
わ
か
栞
口
”
争
０
争
た
な
撼
平

さ
れ
る
．
わ
が
書

一●
コ
〒

長
壌

番

〓
８

る

要

．
●
贅

８

甍

一８

、
Ｚ

ｒ

一
８

Ｈ

ま
り
、
小
西
二
到
に
示
す
新
ヨ
地
ュ
ー

塁

男

ρ

澪

寝

１

■

が

次
い
て
小
『
〓
〓
青
が
３
，
さ
れ
る

目
菫
ほ
Ｉ
Ｊ
，
”
ｒ
，
鑑
礫
■
，
モ
委

自
看

は
需

讐

球
看

２

■̈

諸
派
を
領
導
し
パ
レ
ー
ド
粉
砕
へ
（
ｌｌ
・
１
）

一千
０
決
趣

言整
暑モ

即
驚

ア
ン

と
セ

の
一
ぶ

‥

覺

く

霧

れ

■
ｏ菫
事
Ｂ
Ｅ
署
〓
マ

言

ｇ

こ

肇

一古

３

露

翡

奪

詣

，

」

３

馬

奎

會

癸

，

テ

メ言
２
畠
―〓
雲
雷
■
，
言
あ
選
とレ
豊
，セ

＾
メ
に
よ
っ
て
ヨ
諄
高
こ

へ
な

？
鱚
〓
、勇
髪
酎
に蜃
Ｔ
くま
２
とｇ
ヽ

化
セ

，

髯

鶴

讐

語

鳥

一
夕

●

■
懲

里

言

晏

ヘ

■
・１
桂
拶
に
立
つ
小
西
元
三
曹

一機
製
轟
溺
ど
箋
識
菫
艶
梓
』

籍
難
審
喜難
嚢

理
警
轟
曝
霧
菱
電
能
義
謀
裂

嚢
孵
鷲
議
躍
翠
諄
霙
誰
鈴
聾

携
ちｔ
一　
　
・
二
＝
「［０」蒙
〓］ｒ響
舒

十

一
二

五
日
午
と
　
一彗
と
い
う
者
は
、

〓計
一■
■
■
一議
議
籠
襲
霧

■

一́
孟

置

デ

重

セ

土

ョ
ニ

僣

露
ｉ

、
一ｇ

，

ル

彎

ぇ

か
塔

，

Ｉ

有

ユ
τ
農

事

５
腎

ｇ

髪

蓼

一裏

攀

の
爵

訂

層

賢

λ

♯
濡
駒
爆
疑
壼
詣
館
鵜
繁
夢
器
メ
謁
舞
』議
輌

甍

ｔ

曇

う

■

「
■
■

■

一
´
年

打

Ｐ

Ｉ

嗜

き
２
』

百

霞

義

に
〓

冥
Ｅ

●
薔

て
彎

雷

皇

お

峯

場

欅

万

３

″
黙

〓

」

と
ヽ

実

了

肇

な

畠

■

ヨ

す
ａ

い

躊瀧
壌
”握
一勢
製詣
諏
誌
際
帽
り
脚

■

夕

を

２

を

、
努

蓼

な
”
口
を
，
卑
し
つ
つ
．
●
僣
“

一
●

あ

晉

霧

１

５

１

っ

書

の
澪

冑

釜

ヲ

鐘

薯

働
電

室

、
凛

奎

菫
姜
を
克
ち
と
に
′
　
　
　
　
　
　
一

日
コ
罠
〓
理
，
菫
事
反
対
工
Ｌ
辞
冤

き

各

τ

、
長
霊

腎

僣

尋

せ
，

一雰

言

芸

ム
、
召
聖

■

鼻i

全
都
高
校
生
叛
軍
総
決
起
集
会

連
帯
　
反
戦
自
衛
官
小
西
元
三
曹

（予
定
）

渋
谷
叛
軍
行
動
委

場
所
　
宮
下
公
日

（渋
谷
下
車
三
分
）

■
間
　
五
時

主
催
　
■
・
１４
闘
争
実
行
委
員
会

後
援
　
高

校

生

反

帝

戦

線

取
教
店

・
東
京
，
一
夕
書
嗜

（神
田
水
道
橋
ド
卓
）

吉
祥
寺
ク
ニ
タ
書
店

（吉
祥
寺
下
車
歩
■

，
〉

文
献
堂
書
店

ハ
高
田
馬
場
下
車
）

，
林
童
　
高
葺
書
店

泄^
袋
西
口
）

―――
　
崎
　
ツ
ー
プ
ン
堂
書
店

川^
崎
日
協
ピ
ル
内
）
　

．

椰
　
一炉
　
´
■
“
，
■
薔

（
三
０
■
下
凛

‐
）

・　
　
　
一●
■

大
　
阪

一
大
Ｆ
シ
〓
″
書
店
　
曽
浪
埼
薔
店

名
古
屋
・
十
日
書
房

京
　
都

・
二
月
書
房
　
ム
た
ば
書
房
　
　
　
　
　
　
　
　
一

仙
　
台

・
八
重
州
書
房

七0年代世界階級目争に覆刻する
共産壼義者同盟の歴史的理論機関誌



べ
澪
し
，

０́事
が
，

け
る
コ

一
世
界
革
命
彙
き

と
い
う

え
る
こ
と
を
出
来
す

市
オ
て
あ
る
は

す
の

ヨ
ロ
塵

『ス
タ
塵

コ
正
三
簑

口

各
目
事
派
の
自
黙
発
生
贅
↓

ら
ぬ
万
〓
僣
薔
議
に
本
く
肇
起
―
屁
●

ヲ

詈

吾
萎
〓
そ

”
，
さ
れ

モ

署
里

業

目
１

〓

日

い
が
、
肇

雪

当

事
雪

一モ

は
ｔ

労

を
？

ｏ３

冒

＾

と
戌
墨
レ
●
い
る
」
と
い
う
恐
る
べ

い
。
扉
承
口
“
に
の
ぼ
り
つ
め
〓

‥
口
い
は
一　
社
会
主
ま
，
コ

ス^
カ

′
）
に
よ
′
ｏ対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ

普

園
雷

姜

薔

タ

ラ

う

柔

召

ｙ

重
あ

問
〓

意

ま

で
に
虜
熟
」

「螢
進
国
人
民
の
口
い
と

震

證

１

り
〓

ｏ
自

い
え

一民

の
Ｒ
鷲
に
ョ
遷
■
〓
に
よ
っ
て

ｉ

嵯

慧

ξ

あ

米
曇

ラ

一
レ
ク
リ
ア
の
末
蔵
兼
と
レ
豊
え
菫

ミ

寝

影

１

髪

霊

奎

晏
セ

い
暑

の
峯

毒

を意

１

の３

る‥

τ
と

優

り

，葉
尋
富
？
協
Ｅ
Ｔ
ら
れヽ

六♀
３

を
卜
護
象
２
〓
”
ユ
大会
，
，爵
産

こ

が
コ
一フ
ロ
多

裏

撃

農

丁

―
と

信

ｔ

場

之
思

う

籠
撃

Ｅ

笙

意

、
そ
２

碁

一
薫

鷲

を

っ
て

ｔ

モ
湯

ェ

書

霧

警

選

籠
場

一
じ

‘

場

脅

・墨

憲

き
か
ξ
”
Ｅ

監
べ
３
〓

一警
一
９
と
セ
含
の
■

主
観
主
義
的
階
級
蘭
争
史
観
の
破
産

さを
な
０
あ
りヽ
ｉ
は
「二
りヽ

ｉ
；
ｉ
一重
にむ
‘

荼

、
書

墓

み

を

善

〒

来
、
憂

，
身

薯

星

の

っ
嚇

そ

丁

ｉ

ｎ

璃

優

輩

く
二

二

８

〓

亀

き

晉

蘇

嗅
理

と
よ

要

し
査

ム

ｔ
と

晉

専

■
♀

〓

手

ユ

〓

ヨ
壽

切
属

苧

ξ

々

ル

主
圭
ブ
ル
ソ

コ
ア
ジ
ー
と
、

ま
つ
´ヽ
一
一３
を
、
″
一̈
曇
置

て
い
る
の
た
●
　
そ
，

も́
す

「
発
遣
口
黎
力
”

葉
番
蟄

モ
志

ｉ
掲

二
柔
黎
晉
ｔ
鷺
鵞
釜

な
２
３

ぢ

小
豪

し
て
は

や
蓋
手
靖

な
〓
力
と
の
コ
突

を
行
な
わ
な
´
て
、
全
て

蜂
曽
に
集

會
団
つ
ぐ
り
Ｅ
Ｔ
０

，
ツ
フ
”
Ｃ

装
撃
霊
慧
■
〓
薔

の

羨
ラ

〓

輩

窪

モ

ｆ

一

詈

髪

セ

彎

Ｅ

星

二
撻

一荀
露
２
全
国
彗
一し
つ
つ
、

は
言

要

言

２

諺

晉

〓

一尾

８

一

う

う

ス

尋

奎

霊

言

二

，

こ
千

含

菫

暑

セ

罷

署
り
言

い
．
と
こ
，

冒
量
溌
ブ
，ヒ
３
ァ
‐１■

ど
場
Ｅ
さ
れ
コ

一

筵
的
現
事
を
み
つ
み
る
こ
と
も
な
く
身

り
，
Ｉ

書
ゆ
ロ
タ
■

近
な
重
“
い
夫
●
レ
２
ｒ
して
い
た
い

Ｆ
塵

で
あ
３́

と

●

昼

雷

買

冒
邑

コ
彗
こ
の
港

こ

の
雄
吾

２
・梶
に
，
３

し
か
無
く
準
録
の
要
型
へ
と
受
―
大
幸

屁
質
が
●
ま
に
「労

繊
立
場

器

爵

」
と
す
ｏ́
そ

●
３

●

Ｆ
〉

て
書

豊

島

モ

育

摯

賃

て
箋

翌

猾
彗

の
選
み

宅

０
０

２

民

こ

「ィ

４

１

為

“
、
く
こ

姦

菫

薯

受

あ
う
一■
，
ル
一
電

な^
お
撃
中
の

静
３
Ｕ
な
と
は
一０
二
二
日
，
の
３

あ

菫

尋

奎

菌

，

デ
諄

手
に
発
晏
か
ら
な
軍
↓
■
Ｇ
↓
本
，
●

”
笙
“
帝
崚
口
と
い
う
隊
凛
て
縮
い
て

む菫
鶉

膵
襲
一髪
墨
謎
誕
話
夏
〓
駆
理
詰
誰

雪

な
こ

ち

を

課

ぼ

ぅ

ゴ
ジ
ラ
ルし
た

も
の
と
し
ｔ

ｒ
ｉ
求
”
，
す
が
，
ゎ
れ
て
い
る
こ
を

を
こ
こ
‘
譲
葱
レ
ｏ
お
ζ
２

つ
い

違

覇
め
藤
搬
れ
こ

要
許
輩
魏
扇
鮮”鰐
警
“一襲
群
一扉
崚

嘉
礼
整
轟
鯖繰葬
糠
饉
桑

２

手

に
三
一
ヽ

”
啓

写

と
今
春

バ
イ
・
ジ
ャ
ッ
ク
ロ
，
の
移
理
的
貫
悽

一
と
い
う
ｔ
ｏ
年
代
口
争
の
霧
コ
を
な
す

露

全
△
ら

も
の
こ
ち

「
ヒ
´

´
バ
■
争
に
代
；
螢
ス
３
に
よ
う
本
薇

的
な
口
”
験
と
そ
の
諄
利
●
量
累
な

一
切
の
個
コ
困
ヨ
反
帝
議
厨
争
の
ま
菫

一と
し
て
驀
立
」
０
た
と
六
０
奪
ヽ
国
人

懸

皇

嘔
し
ふ

ε
子

弩
も

っ

「
Ｅ
■
●
〓

口
ζ

雪

■

橙

ネ

マ

タ

薔

、
”
言

塁

零
べ

二
３
い

代

か
く
く

＾

の
世
界
，
コ
），
い
ぅた
選
ｅ
ａ

罵
の
耳
に
公
ι

動

一予

・

一義鵜動攀囀一籍一義『篠時鐸酔講

襲
巽

誕̈
鍾
壺
嬌
鉢
糧
嘉
群
〕

れム
膏
養
７
７
塵
て
疑
の
コ
す
的
体
轟
■
の
■
つ
の
余
ユ

コ
甚

豊

合
，
Ｅ

変

搭

ｉ

Ｆ

Ｂ

〓

〓

〓

目
惨

威
婁

１

セ

雇

燿

ま

聟

里

ホ

彼
■

書

り
一子

量

「戯
ヨ
階
嬌
菫
と
一
テ
こ
ど
，

■
体

努

讐

言

ヨ
ー

里

努

二

譜

　

　

　

　

　

　

一奎

、
ま
皇

華

雷

凛
ｔ
場

と
セ

の
罪

善

■
８

嘉

、
集
一
撃

曾

盗

麟

戌
〓

２

■

●
警

あ

ら

固
３

摯

峯

活

驚

ま

譲

ａ

堡

三

二

ｒ
τ
暑

〓

３

こ
ａ
ｌ

霞

ニ
ュ

蓼

署

が
な

ｔ

ち

〓

号

あ
り
、
彗
こ

Ｊ
た
信
全
ど
暮

ヽ
１
■
１
１
１
１
１
１

，
き
お
奎
え
て
い
ｎ
Ｉ
ｔ

議
針
議
錢
や一餞
盤
議襲
醇
鵠
講
数
一̈詈
れば真
ｆ

齢

麟̈
ξ
彎
」斜
渾
黎講
馨
塾
泰̈一諄
”
誘
耗
詰
轟

赤
軍
振
Ｎ
０
６

戦
略
、
任
務
方
針
批
判

な
最
じ
晟
●２
〓
）なく
Ｆ
聾
雰
〓
雲
鳥
て
も
一き
曇
計
ζ
ξ
書
彗

ョ
■

８

〓

″

う
密

Ｐ

Ｔ
を

■

５

■

ヶ
硫

率

二

の
蓋

ｇ

控

聡

；
Ｆ
♂
れ
■
■
露
■ヽ
養
撃
と
お
●コ皇
〓
ュ
昌
サ
■
事
ヘ

Ｂ
れ
〓

空

拿

奢
二

笞

３

寿

事

菫

燿
業

者
二

ａ
グ

γ

３

ぐ
書

夫
詈

」

一
豊
，
菫
讐
増
で
あ■
一■
■
い

一Ｂ

題

嬌

■

●

５

３

■
音

長

さ
男

臭

甍

ヱ

兄
セ
捨
９
ぁ
果
一
雄
歌
褒
晨

実
じ

勇

力
攀

異

だ

も
な

軍
―
生
董
の

一
体
化
の
な
し
え
ぬ
こ

あ
と

と
し
て

一な

議^
蒸
は

「発
表

し

た

０
員
Ｉ
停
政

笙
こ

の
こ
薔

屎

■
■

各

セ

い
を

、

ほ
静
の
よ
〓
レ
Ｌ撻
霞
さ
れ
た
受
―

厠
こ

雹
■
業
ホ
〒

壼
表
じ
姜
き
し
ヽ
す
る
．

せ
昇
率
命
戦
争
の
全
体
じ
、
即
ち
、

盆
じ

薔

（戦
争
）
―
査

Λ
Ｏ

ヨ

段
雰

露

圭

詈

菫

は
，

こ

£

憲

二

杢

僣
壺
ｉ
壺
の
自
己
乾
術

い
う

将

ネ

２

爵

整

奎

る
蓼
ヽ
も
な
ヽ

‘
た
Ｌ
澪
ち
出
さ
れ

た
も
の
が
「嬌
晨
の
電
底

基
え
■
ま

一里

ａ
〓

■

ス
瞬

ロ
セ

〓

に
薔

■

は
中
国
大
ま
党
へ
の
国
最
に
よ
う
・

瞑
曇

露

筐

当

届

建

民

主
襄
」

の
”一

は
，
”
す
る
も
の
で
あ
る
．

任
務
方
針
に
お
け
る
そ
の
誤
謬

つ
つ
ヽ

一
元
の
螢
君
ま
む
重
し

暑

、
摯
震

澪

■

ル
を

２

ヽ

侵
は
、
Б

Ｂ

窪

攀

農

念
か

２ヽ
場

慇

て
騒

娑

χ

て
し
た
が
全
夫
曖
邁
”
に
か
か
わ
つ
て

き
ｉ

ｔ

よ

）

翼

査

鍵

て
、
今
回

コ
璧
ド
一
な
ど
の
露
詢
の
学

■
．
■
搭

墨

セ

、
掟
を

９

者

手

続

　

一

読

〓
拾
し
て
こ
に
フ
咸
さ
れ
や
翁

目
い

―

署

橿

ｉ

・■

二
言

，
チ

・〓
甚
，
事

夕
・
“
一，
猥
の
実
‘
露
塁
，
も
屏
甲
，

の
■
星
，
一宗
塁
憲
一

か ら の

紙―

あｉ
ｔ
Ｒ
攀
渡２
一

階
級
闘
争
か
ら
の
召
選
観
念

の

〓
『営
Ｌ
要
と
のヽ
コ「
マ
リ
一
っｔ、多．ｔｉ
笞
活

コ
鵞

〓

に
く

埴

Ｉ

£

嗅

子

す
■

１

，

姜

叢

〓

Ｆ

９

螢

■

馨

登
こ

誠
塁

ま
に
一言
に
何
ら

，
証
法
ユ

マ

は
「〓

ぁ
り
た
こ

綜

．３

杏

因
榜

蔵
と

に
蓋

堪

輩

Ｆ

諄

え

袋

皇

事

事

〓

ァ

っ

自
己
展
開
の
み
が
唯
一
の
「遺
産
」

ま

る
一
星
査

菫

僣
蜂
起
裟

百

彗

Ｅ

霞

武
ヲ

ロ
ツ
す

い
Ｉ

“
〓

欝

と
レ
．３

霧

曹

圭
、
男

主
幸

ス
憲

菫

電

〓

愛

力

遊́
ぼ

号

露
」
蛯

号

琴

て
考

婁

セ

ｒ

ｉ

く

一
っ
謳

螢

尋

香

う

■
奎
皇
霊
雲

■
鳥
市
ｉ
３
じ
～

ぅ
メ

雲

セ

は
鷺

、

贅
、
■
力
０
，
に
調
達
し
た
先
壺
ロ
フ

曖
の
菫
本
●
３
理
コ
篭
こ
マ
は

毛
ス
葉
に
評
●
レ
Ｃ
ｔ
，

ュ

だ
奎

撃

Ｂ

ｒ
繁
３

争

の
霧

腱
Ｅ
〓

ふ
〓

０
て

お
く
の
ち
無
撃
〓
事
‐て，
ぁ
る
ま
い
．

あ
輝
鰤
葉
姜

き

１

９

星

一雷
〓幸

て
の
プ
ル
の
”
コ
一
一
“
い
か
ゎ
ら
ず

口
予

お

ぶ

′

、
そ
の
重

、
一麦

姜

雲

晨

斑

く
霜

〓

惚
増
三
彎
授
埼
〓
二
気
と
な
一　
　
　
　
一覆
電
３
２
２
はな
螢

覇豪
い斑
る層
に警
〓
ユ
；
～
ら．
顧
っ
６
菱
の

一
〓
柔
こ
■
箋
集
レ
ｃ〓
ュ

ョ
自
宅
，

ワ
，
Ｔ
こ

を

〓

の
楽

番華
提
重
隻
誇
諸
髭
訂
葬
菱
案
豪扇
鶴
聖
髪
］

ぼるしえびき通信N0611
1◇嶽中の同志べ 日4AIFテ亡=ル

: ~

◇破防法裁判 冒頭意見表明 : ). ―

◇戦線復帰宣言

: 1共
産主義青年同盟弾圧対策委員会発行

魃
魃
椒
逹
饒
軋

量

立
”

田
の
居

の
事
実

手

芋

あ

い
て
お
Ｒ

改
豊

系

裏

会
亀

博
χ
り
下
に
せ
て

　

　

　

　

　

　

　

　

暉

嗜

ｔ

「

ま

し

　

　

ぬ

輯

瓢

鸞

鰈

潮

一

難

難

一

螂
一壽
鐸
靱
鼈
恣
理
鍾
輻
　
蜂
起
０
陣
型
構
築
を
更
に
進
め
よ
　
　
躙
鮨
躍
け薇
辟
一一ポ
鼈
購

髪
夢
籍
崚零
』
影
覇
浸
髪
誌
齢
欝
い」
・。菱
聾
】
魏
塑
鱒
蒻
［料
語
壼
議
簾
訂
諄
譴
議
講
略
糠

米３
興曇
を
、最
奎
雷
こ
そ
え
　
ると‥
、本ζ
薇
看
讐
景
■
霊
二撃

含
　
　
　
　
，３
を
１
９
意

‥書そ３・員層係ま書詈ｒ見矯琶票員根暑，髪ξ重塁れ彗露１た翼暉菫勇千く―自動馨謹群電話鶴電謡講菫♂尋撃層ヽ業自騨纂編越弩．臥籠肇護襲蒙筆電醒証鍵詠

磋

入

場

憮

礫

り
一顆

愧

一霙

鰊

隆

翡

瞼

腋

眩

鰺

擁

蟄

》

饒

下

り

晰

蜃

意
味
す
る
も
一
　

　

農
謝
彩
電

農
７
な

す
皇
腎

雪
５
ョ
Ч
”
詈

贅
奎
考
壽
雲

螢
彗

そ

の
議
篤
￥
ゝ
て
１
２
あ
霊
苗

貫
音
Ａ
菫
奎
億

“
月
”
日
、
自
昆
兌
☆
会
は
、
蕉
，
　
■
ま
´
、
層
史
的
に
颯
っ
て
い
っ
て
み
　
せ
更
に
、　
´
ス
年
の
一
籠
，
く
二
七
年
　
壼
占
臓
時
の
雙
中
美
”
が
一
層
遣
ん
だ
　
一０
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
夫
言
ア
、
宣
伝
広
告
安
三
０
二
千
，
　
〓
．■
メ
■
バ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
　
山
・
木
川
口
・
長
●
＝

理
事

洒
Ｆ
ｔ
　
・三
“
、
な
お
蝙
菫
贅
じ
・
入

”

苛
　
二
年
の
初
め
こ
´，
３
、

口
中
・優
利
　
会
」

つ
〓
●
化
研
〓
△
Ｅ

理 論 戦 線 第九 口▼ 二
版
発
売
中
′
●

一　
・一

●
□
　
国

□
繋
魚
ア
ビ
ー
■
　
　
　
　
　
　
　
　
一

反
帝
戦
線
構
成
に
向
け
て

共
産
国
政
治
局
　
　
　
・

□
第

一
報
告
∧
戦
略
論
Ｖ

Ｉ

菫
命
論
構
築
に
向
け
て

一　
日
　
向
　
　
　
鋼

Ⅱ

沖
縄
罰
争
の
革
命
的
展
開

ヘ

野
　
田
　
　
　
雷

Ⅲ

ヨ
代
無
政
府
主

義
Ｉ
赤
軍
派
批
判

共
産
同
義
旗
論
文

□
第
二
報
告
Ａ
運
動
・組
織
綸
Ｖ
　
　
Ｉ

Ｉ

社
学
同
の
組
織
総
括
と
飛
躍
の

課

題

　

　

　

　

性
学
同
全
自
委
員
会

Ｉ

全
共
闘
運
動
の
更
な
る
再
編
強

化
を
め
ぎ
し
て
　
米

山

息

一二

Ⅲ

東
大
統

一
公
〓
闘
争
の
強
化
に

向
け
て
　
　
　
　
　
”
Ｅ
対
ヽ
委
員
会

■
特
別
寄
稿

過
渡
期
世
界
の
革
命

＾
一
九

大

■

年

Ｏ
　

　

ｖ

久
保
井
　
拓
　
一二

社
会
主
義
学
生
同
盟

「
理
　
戦
線
」
輌
楽
委
員
会

・
　

Ｂ

５

阪

　

四

百
円

（
〒

詢

円

）


